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１ はじめに 

IARS 異常症は、虚弱子牛症候群（以下、WCS）

の原因の一つとして平成 25 年に公表された遺

伝性疾患である。本病は第 8 番染色体に存在す

る isoleucyl-tRNA synthetase 遺伝子の 1塩基

置換により引き起こされる劣性遺伝性疾患で

1)、出生時から起立困難、貧血、低体重などの

症状を呈し、虚弱で下痢や肺炎への易感染性、

発育遅延が認められる。また、異常牛の約 4 割

が生後 10日程度で死亡または淘汰されている

との報告 2）がある。有効な治療法がないことか

ら、異常牛を発生させないため、計画的な交配

が重要となる。今回、IARS 異常症と診断され

た子牛について病性鑑定を実施したので、その

概要を報告する。 

 

２ 遺伝子型と遺伝様式 

正常型は、正常型遺伝子を 2 つ保有し、保因

型は正常型と変異型遺伝子を 1 つずつ保有す

る。異常型は変異型遺伝子を 2 つ保有する。虚

弱等の症状が認められるのは異常型のみで、保

因型同士の交配時のみ、25％の割合で異常型が

生まれる（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 遺伝子型と交配による遺伝様式 

 

３ IARS 異常症診断までの経緯 

 令和2年7月に管内黒毛和種飼養農場で虚弱

で哺乳欲のない当該牛が出生した。当該牛は、

家保の同年 8 月、10 月の巡回指導時に重度の

発育不良を呈していた。また、10 月の巡回指

導時には、重度の貧血が認められた。発育不良、

貧血、当該牛の種雄牛が保因牛であることが認

められたことから、IARS 異常症を疑い遺伝子

検査を実施した結果、IARS異常症と診断した。 

 

４ 発生農場及び当該牛の概要 

（１） 発生農場 

 発生農場は、黒毛和種繁殖農場で繁殖雌牛

22 頭、子牛 21頭を飼養していた。 



（２） 当該牛 

 当該牛は令和 2 年 7 月 6 日に出生した雄で、

父は芳之国（保因型）、母の祖父は安福（保因

型）。また、呼吸器 2 種混合ワクチンと下痢 5

種混合不活化ワクチン（母牛）が接種されてい

た。 

（３）母牛への飼料給与状況 

当該牛の母牛における分娩 2 か月前からの

飼料給与状況では、粗飼料は不断給餌、1 日の

配合飼料の給与量が 1kg と給与目安内で給与

されており、分娩前の母牛への飼養管理は適切

に行われていた。 

 

５ 当該牛と同居子牛の体格 

 当該牛の体重は、（公社）全国和牛登録協会

黒毛和種標準発育曲線（以下、標準曲線）の 2

割程度しかなく、胸囲、体高もそれぞれ 7 割程

度と著しい発育不良が認められた。当該牛以外

の芳之国の子牛及びその他の同居子牛につい

ては、体重、胸囲、体高全てで、標準曲線と同

等かそれ以上だった（図 2）。 

 

    図 2 当該牛と同居子牛の体格 

 

６ 材料及び方法 

（１） 血液検査 

① 血液一般性状 

解剖時（3 か月齢）の血液について、

白血球、赤血球、ヘモグロビン量、ヘ

マトクリット値、MCV、MCH、MCHC、PLT

を自動血球計数装置（日本光電）で測

定した。 

② 血液塗抹 

解剖時（3 か月齢）の血液について、 

血液塗抹標本をギムザ染色後に鏡検し 

た。 

（２） 血液生化学検査 

① 血清フェリチン（Fr） 

解剖時（3 か月齢）の血清について、

サンドイッチ ELISA 法により測定した。 

② 血清鉄、総鉄結合能（TIBC） 

 解剖時（3か月齢）の血清について、 

Nitroso-PSAP 直接法により測定した。 

③ 上記以外の項目 

 解剖時（3か月齢）の血清について、

生化学自動分析装置（富士ドライケム）

により測定した。 

（３） 病理組織学的検査 

  10％リン酸緩衝ホルマリン固定臓器につ

いて、常法に従いパラフィン切片を作成し、

ヘマトキシリン・エオジン染色、グラム染色、

ギムザ染色、ベルリンブルー染色を実施し鏡

検した。 

（４） 糞便・尿検査 

  解剖時（3 か月齢）の直腸便及び尿につい 

て、それぞれ浮遊法及びエームス尿検査試験 

紙により実施した。 



（５） 細菌学的検査 

  主要臓器及び空腸内容物について、常法に 

従い好気・嫌気培養を実施した。 

（６） ウイルス学的検査 

① 遺伝子検査 

・解剖時（3 か月齢）の全血及び血清か 

ら抽出した RNA について、BVDV に特 

異的なプライマーを用いて RT-PCR を 

実施した。 

・巡回時（1 か月齢）及び解剖時（3 か 

月齢）の血清から抽出した DNA につい 

て、BAdV に特異的なプライマーを用 

いて PCR を実施した。 

② 抗体検査 

巡回時（1 か月齢）及び解剖時（3

か月齢）の血清について、BFM 細胞を

用いた中和反応試験により、BAdV-7 の

中和抗体価を測定した。 

 

７ 検査成績 

（１） 外貌所見 

 当該牛は、自力起立を嫌う傾向があり、被毛

粗剛で、細い四肢、薄い腿が認められ、口腔粘

膜は蒼白を呈していた。また、体重が 25kg と

重度の発育不良を呈していた（図 3）。 

図 3 外貌所見 

（２）剖検所見 

 頸部胸腺（0.7g）、胸部胸腺（5.6g）の低形

成が認められた。肝臓は退色し、割面は腫大し

ていた。腎臓は左右ともに小形であったが、 

左腎臓は、右腎臓よりも小形を呈していた。結

腸は全体に水腫を呈し、粘膜の肥厚、充血が認

められた（図 4）。 

        図 4 剖検所見 

（３）血液検査 

白血球数の著しい高値がみられたほか、赤血

球数、ヘモグロビン量、ヘマトクリット値の著

しい低値がみられた。また、有棘赤血球などの

奇形赤血球が認められた（表 1）。 

      表 1 血液検査成績 

 



（５） 血液生化学検査 

総蛋白質、アルブミン、グロブリン、グルコ 

ース、LDH、GOT、総コレステロール、トリグリ

セリドは軽度から重度に低値、総ビリルビン、

GGT、CPK、血清フェリチン、血清鉄、TIBC は

軽度から重度に高値を示した（表 2）。 

表 2 血液生化学検査成績 

（６） 病理組織学的検査 

腎臓では、未熟な糸球体が散見されたが、糸

球体の減数、線維化は認められなかった（図5）。

結腸では、好中球、細胞退廃物、赤血球、線維

素からなる偽膜の形成、粘膜構造の欠損、粘膜

固有層のリンパ球の浸潤、粘膜下組織に炎症細

胞を含む水腫がみられ、一部粘膜では、潰瘍が

認められた（図 6）。結腸、盲腸、直腸の陰窩

上皮細胞に多数のシゾント、ガメトサイト、メ

ロゾイト、オーシストが認められた。胸腺及び

パイエル板では、リンパ球の中等度減少が認め

られた（図 7）。                

 

 

 

 

 

 

 

（７） 便・尿検査 

  糞便検査では、寄生虫卵は認められず、尿

検査でも著変は認められなかった。 

 

図 7 病理組織学的所見（回腸、胸腺） 

図 5 病理組織学的所見（腎臓） 

図 6 病理組織学的所見（結腸） 



（８）細菌学的検査 

  有意菌は分離されなかった。 

（９） ウイルス学的検査 

  遺伝子検査では、いずれの検体からもBVDV

及び BAdV 遺伝子は検出されなかった。また、

抗体検査では、BAdV-7 の抗体価の有意な上

昇は認められなかった。 

 

８ 既報と当該牛との比較 

  IARS 異常症では、出生時の小格・低体重

が顕著といわれており、出生後から 2 か月齢

頃の体高は正常牛の 9～9.5 割程度で、体重

は 4～6 割程度との報告 2)がある。当該牛の

体重は、標準曲線平均の 2 割程度と既報 2)

に比べて低体重となっていた。また、血液検

査では、赤血球数、ヘモグロビン量、ヘマト

クリット値の低値や奇形赤血球が認められ

るなど既報 3)と同様であったが、MCH、MCHC

については、正常値の範囲内であった。血液

生化学検査では、総蛋白質、アルブミン、総

コレステロール、GOTが低値、総ビリルビン、

血清フェリチン、血清鉄が高値と既報 3)と同

様だったが、TIBCについては高値を示した。 

  

９ まとめ・考察 

  当該牛では、既報 2,3)の IARS 異常症と同様

に、発育不良、貧血、低栄養が認められた。

体重は、標準曲線平均の２割程度と既報 2)

に比べても低体重となっていた。また、WCS

の要因として報告 4)されている BVDV や BAdV

の関与及び母牛への飼料給与不足は認めら

れなかった。病理検査では、腎臓の小形、胸

腺の低形成、結腸粘膜の肥厚、充血が認めら

れた。腎臓は小形を呈し、未熟な糸球体が散

見されたが、糸球体の変性や間質への結合組

織の増生、尿細管上皮の変性等の所見は認め

られなかった。胸腺や回腸パイエル板では、

リンパ球の中等度減少が認められた。盲腸、

結腸、直腸では、コクシジウム原虫の寄生が

みられ、結腸では、潰瘍の形成が認められた。

IARS 異常症では、脱水の影響により MCH、

MCHC が正常牛に比べ有意に高値になること

が報告 2)されているが、当該牛の MCH、MCHC

は正常値であった。眼球陥没等の脱水時にみ

られる臨床症状が当該牛には認められなか

ったことや渡辺らが低アミノ酸状態が赤血

球造血能の低下を引き起こしている可能性

を指摘 5)していることから、赤血球造血能の

低下よるものと考えられた。また、3 か月齢

までの IARS 異常症では、TIBC が正常牛に比

べ有意に低値になることが報告 3）されてい

るが、当該牛では、高値となっていた。当該

牛の血清鉄は、著しく高値であったことから、

TIBC の高値の原因は、血清鉄の増加に伴う

ものと考えられた。さらに、IARS 異常症で

は、免疫力の低下による易感染性が発現する

ことが報告 3,4)されているが、当該牛におい

てもグロブリンの著しい低値や胸腺の低形

成、回腸パイエル板や胸腺におけるリンパ球

の中等度減少が認められていることから、当

該牛の免疫の低下が示唆された。IARS 異常

症で認められる貧血については、溶血性貧血

と低栄養状態などに起因する赤血球造血能

の低下や赤血球の奇形によるものと報告 3,4)

されているが、当該牛では赤血球の生産に重

要な総蛋白質、アルブミン、総コレステロー



ルが低値を示し、奇形赤血球が認められたこ

とから、赤血球造血能の低下や赤血球の奇形

を引き起こしている可能性が示唆された。ま

た、結腸の偽膜内に赤血球が認められたこと

から、腸管からの出血も貧血の原因の一つと

考えられた。さらに、溶血の影響を受けると

される LDH やカリウムの上昇や尿ビリルビ

ンが認められず、肝臓や腎臓でヘモジデリン

沈着が認められなかったものの、総ビリルビ

ンが軽度に高値であることや奇形赤血球の

出現が認められたことから、溶血も少なから

ず貧血に関与している可能性が考えられた。

これらのことから、本事例の貧血には、低栄

養、腸管からの出血、溶血の複合的要因が関

与していると考えられた。IARS 異常症は、

指定遺伝病として公表後、農家や関係機関へ

の情報提供と指導が行われたことにより、現

在では非常に稀な疾病となっている。しかし

ながら、疾病に関する知識不足などの原因に

より、本病が突発的に発生する可能性がある

ことから、発育不良の病性鑑定を行う際には、

遺伝病の存在を考慮し、種雄牛の遺伝状況等

を確認する必要があると考える。 
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